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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 4,927 △2.4 △694 ― △715 ― △3,560 ―
26年3月期第2四半期 5,049 △6.8 △795 ― △820 ― △1,508 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 △3,575百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 △1,508百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 △530.61 ―
26年3月期第2四半期 △224.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 18,173 5,199 28.6 774.95
26年3月期 19,835 8,658 43.7 1,290.47
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 5,199百万円 26年3月期 8,658百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 12.00 12.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,390 △3.2 150 △2.8 120 9.4 △2,785 ― △415.06



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビューが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績予想等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条
件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 6,710,000 株 26年3月期 6,710,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 280 株 26年3月期 280 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 6,709,720 株 26年3月期2Q 6,709,727 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、「回復基調」にあるとは言われているものの、消費増税に伴

う駆け込み需要の反動減の影響が長引くところとなっており、個人消費は抑制されております。また、生産や輸出

などの持ち直しも弱く、景気の回復はずれ込んでおります。 

当業界におきましては、市場規模は横這い状況でありますが、個別指導型の学習塾が大きく台頭してきておりま

す。また高校生市場におきましては映像を使った個別受講型予備校の直営、ＦＣ校舎展開が目立つところとなって

おり、従来の集団型学習塾・予備校の市場規模は縮小してきております。 

こうした経営環境におきまして、企業として継続発展していけるかどうかは、 

①厳しい経営環境を全社員の共通認識とすること 

②提供する教育サービスが競合他社以上に量・質ともに上回っていること 

③新しい業態の教育サービスを開発・進化させていくこと 

だと考えております。そのため当第２四半期連結累計期間におきましては、各事業本部単位の全体会議、本部内

の各マーケットでの戦略会議、新しい形体での授業研修会、新校舎責任者研修会などを複数回実施し、社員の意識

の共有・高揚を図ってまいりました。 

売上におきましては、各事業本部ごとに変化した市場及びそれぞれの地域に対応した教育サービスを企画・立

案・提供し増加を図ってまいりました。また、生徒一人当たりの売上単価の向上も図ってまいりました。 

営業費用におきましては、秀英ｉＤ予備校への転換を推し進めたことによる人員の効率化、年金資産の運用が好

調であったことによる退職給付費用の減少、一部校舎の閉鎖・統合による賃借料の減少、校舎管理・維持費用の削

減等により費用の削減に努めてまいりました。 

特別損益におきましては、コスト構造改善を目的に不採算校舎については、将来の収益見通し等を検討し、一部

校舎の撤退、移転を決定するとともに、計34校舎の減損処理を行うことを決定いたしました。それに伴い店舗閉鎖

損失引当金繰入額及び減損損失を特別損失に計上しております。 

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は4,927百万円(前年同四半期は5,049百万円)、

営業損失は694百万円(前年同四半期は営業損失795百万円)、経常損失は715百万円(前年同四半期は経常損失820百

万円)、四半期純損失は3,560百万円(前年同四半期は四半期純損失1,508百万円)となりました。 

なお、季節的変動要因として、当社グループの生徒数は小中学部・高校部ともに、第１四半期に比べ第２四半期

以降において、各種講習会に参加する一般生数が増加し、また、本科授業の２学期が開始される９月及び３学期が

開始される１月には新入学により本科生数が増加いたします。したがって、第１四半期に比べ第２四半期以降の売

上高の割合が大きくなる傾向があります。 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。 

なお、第１四半期連結会計期間より、前期まで「その他の教育事業」に含めておりましたｉＤ予備校の実績につ

き、地域別の営業管理体制をより強固にするため組織変更を行い、それに伴い報告セグメントの区分を「小中学

部」または「高校部」に変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグ

メント区分に組み替えた数値で比較しております。 

(小中学部) 

小中学部におきましては、年間の予算達成を大きく左右する夏期一般生募集と講習明けの９月入学の増加を上半

期の最重点課題として取り組んでまいりました。結果として一般生の募集は過去最高に近い生徒数を確保すること

ができましたが、９月入学率・入学数を期待値まで伸ばすことができず、期首の予算生徒数を確保することができ

ませんでした（対予算94.8％）。しかしながら、初めての試みとして、受験学年である中３生対象の３泊４日の勉

強合宿と拠点本部での同じ履修内容の特訓講習を高単価で成功させることができ、大きな成果をあげることができ

ました。結果として、小中学部の売上高は3,563百万円（前年同四半期は3,647百万円）、セグメント損失は183百

万円（前年同四半期はセグメント損失225百万円）となりました。 

(高校部) 

高校部におきましては、３年間の生徒数を大きく左右する中３生から高１生への進級活動と進級後における年度

途中での退塾防止活動に力をいれてまいりました。いずれの活動も一定の成果をあげることができました。しかし

ながら、前年度と同様に受験学年である高３生数が過年度より減少しているため、高校部の売上高は874百万円(前

年同四半期は916百万円)、セグメント損失170百万円(前年同四半期はセグメント損失151百万円)となりました。 
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(その他の教育事業) 

個別指導部門におきましては、８月の夏期講習から静岡市のｉＤ予備校の中に併設して新設いたしました。既存

校での生徒数はほぼ横這状況ではありますが、生徒一人当りの売上単価が上昇し、予算通りの売上高となっており

ます。 

on lineによる映像事業部門におきましては、ＦＣ１号校舎の生徒数も順調に推移しており、今後のＦＣ展開に

向け体制を整えているところであります。結果として、その他の教育事業の売上高は489百万円(前年同四半期は

485万円)、セグメント利益は34百万円(前年同四半期はセグメント損失6百万円)となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

(資産) 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,128百万円増加し、3,756百万円となりました。これは将来の収益性、

経営資源の効率化を検討し、一部校舎の撤退等を決定したことに伴い、賃貸契約の途中解約により没収される差入

保証金を一年内回収予定の差入保証金として固定資産から流動資産に振替えたためであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2,790百万円減少し、14,416百万円となりました。これは敷金及び保証

金の一部を流動資産に振替えたこと、９月生徒数の状況により各校舎の将来キャッシュ・フローを検討し、減損損

失を計上したためであります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1,662百万円減少し、18,173百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は前連結会計年度末に比べて2,896百万円増加し、8,054百万円となりました。９月入学による生徒数の

増加により、翌月以降の授業料等前受金が増加したこと、一部校舎の撤退、移転に伴い店舗閉鎖損失引当金を計上

したためであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べて1,099百万円減少し、4,918百万円となりました。これは退職給付会計基準

の変更によりその債務が減少したこと、長期借入金の約定返済が進んだためであります。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて1,796百万円増加し、12,973百万円となりました。 

(純資産) 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて3,459百万円減少し、5,199百万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の43.7％から28.6％となりました。 

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、平成26年10月31日に公表いたしました連結業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（退職給付に関する会計基準等の適用）  

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１

四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を

期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間につ

いて従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半期連

結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しており

ます。 

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が197,104千円減少し、利益剰余金が197,104千円

増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える

影響額は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,473,730 1,055,478 

    受取手形及び売掛金 308,461 452,593 

    商品 86,518 87,634 

    貯蔵品 20,626 21,270 

    繰延税金資産 7,223 15,833 

    1年内回収予定の差入保証金 420,897 1,838,569 

    その他 315,734 292,612 

    貸倒引当金 △4,966 △7,200 

    流動資産合計 2,628,226 3,756,792 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 5,914,730 5,154,116 

      土地 4,548,888 4,435,186 

      その他（純額） 462,808 396,283 

      有形固定資産合計 10,926,427 9,985,586 

    無形固定資産     

      その他 81,139 69,253 

      無形固定資産合計 81,139 69,253 

    投資その他の資産     

      敷金及び保証金 5,613,125 3,839,528 

      その他 592,426 527,266 

      貸倒引当金 △5,382 △4,804 

      投資その他の資産合計 6,200,168 4,361,989 

    固定資産合計 17,207,734 14,416,829 

  資産合計 19,835,961 18,173,621 

負債の部     

  流動負債     

    短期借入金 2,330,202 2,881,563 

    1年内返済予定の長期借入金 743,402 732,874 

    未払金 464,805 390,810 

    未払法人税等 69,692 47,896 

    未払消費税等 29,920 72,234 

    前受金 552,317 1,097,779 

    賞与引当金 156,444 160,141 

    店舗閉鎖損失引当金 93,105 1,840,258 

    その他 718,672 831,424 

    流動負債合計 5,158,561 8,054,982 

  固定負債     

    長期借入金 1,477,546 1,184,288 

    繰延税金負債 229,375 207,636 

    退職給付に係る負債 650,230 462,576 

    資産除去債務 708,733 611,147 

    その他 2,952,792 2,453,284 

    固定負債合計 6,018,678 4,918,932 

  負債合計 11,177,240 12,973,915 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,089,400 2,089,400 

    資本剰余金 1,944,380 1,944,380 

    利益剰余金 4,326,226 882,509 

    自己株式 △127 △127 

    株主資本合計 8,359,879 4,916,161 

  その他の包括利益累計額     

    退職給付に係る調整累計額 298,841 283,544 

    その他の包括利益累計額合計 298,841 283,544 

  純資産合計 8,658,721 5,199,706 

負債純資産合計 19,835,961 18,173,621 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 5,049,475 4,927,654 

売上原価 5,236,822 5,040,004 

売上総損失（△） △187,347 △112,350 

販売費及び一般管理費 608,362 582,429 

営業損失（△） △795,710 △694,780 

営業外収益     

  受取利息 34,384 30,278 

  その他 16,552 16,518 

  営業外収益合計 50,936 46,796 

営業外費用     

  支払利息 71,929 63,950 

  その他 4,083 3,925 

  営業外費用合計 76,013 67,875 

経常損失（△） △820,787 △715,859 

特別利益     

  保険差益 9,689 - 

  特別利益合計 9,689 - 

特別損失     

  店舗閉鎖損失引当金繰入額 - 1,803,903 

  減損損失 607,371 1,032,485 

  特別損失合計 607,371 2,836,389 

税金等調整前四半期純損失（△） △1,418,469 △3,552,248 

法人税、住民税及び事業税 29,567 30,226 

法人税等調整額 60,914 △22,169 

法人税等合計 90,481 8,056 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,508,951 △3,560,305 

四半期純損失（△） △1,508,951 △3,560,305 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,508,951 △3,560,305 

その他の包括利益     

  退職給付に係る調整額 - △15,297 

  その他の包括利益合計 - △15,297 

四半期包括利益 △1,508,951 △3,575,602 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △1,508,951 △3,575,602 

  少数株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

  

配当金支払額 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

  

配当金支払額 

  

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 80,517 12 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金 
 

決議 株式の種類 
配当金の総額 

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 80,516 12 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

一部の校舎において国内経済の落ち込みにより売上高・収益が計画を下回っており、十分な生徒数及び平均単

価の確保が難しい状況となったため、今後の見通しを踏まえ、固定資産を回収可能価額まで減額し、607,371千円

を減損損失として計上しております。 

なお、セグメントごとの減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては小中学部498,054千円、高

校部76,292千円、その他の教育事業33,024千円であります。 

  

 

        (単位：千円) 

  
報告セグメント 

小中学部 高校部 その他の教育事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 3,647,731 916,584 485,159 5,049,475 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― 6,883 6,883 

計 3,647,731 916,584 492,043 5,056,359 

セグメント損失(△) △225,577 △151,833 △6,975 △384,386 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 △384,386 

セグメント間取引消去 9,776 

全社費用(注) △421,099 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △795,710 
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

  

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、「その他の教育事業」に含めておりましたｉＤ予備校の実績につき、地域別の営

業管理体制をより強固にするため組織変更を行い、それに伴い報告セグメントの区分を「小中学部」または「高校

部」に変更しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方法により作成

しております。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

一部の校舎において、売上高・収益が当初計画を下回っており、十分な生徒数の確保が難しい状況となったた

め、校舎の閉鎖を決定したことに伴い、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、1,032,485円を減損損失として計上し

ております。 

なお、上記資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを3.1％で割り

引いて計算しております。 

セグメントごとの減損損失計上額は、当第２四半期連結累計期間においては小中学部905,461千円、高校部62,260

千円、その他の教育事業64,764千円であります。 

  
  
  

  

 

        (単位：千円) 

  
報告セグメント 

小中学部 高校部 その他の教育事業 計 

売上高         

  外部顧客への売上高 3,563,542 874,298 489,812 4,927,654 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

― ― 7,642 7,642 

計 3,563,542 874,298 497,454 4,935,296 

セグメント利益又は損失(△) △183,948 △170,443 34,489 △319,902 
 

  (単位：千円) 

利益 金額 

報告セグメント計 △319,902 

セグメント間取引消去 10,892 

全社費用(注) △385,769 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △694,780 
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